
同窓会定期総会・懇親会にて
役員交代が行われました

松倉同窓会長へ
特 別 表 彰

名
も
出
席
し
、
代
表
の
2
名
よ

り
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
ま
し
た
。

学
内
の
学
生
広
報
委
員
と
し
て

活
躍
す
る
奨
励
生
や
、
留
学
を

し
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
の
デ
ィ
ズ

ニ
ー
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が

で
き
る
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
た
奨
励
生
な
ど
、
様
々
な

分
野
で
活
躍
す
る
在
学
生
の
姿

に
、
参
加
し
た
同
窓
生
の
皆
さ

ま
も
感
激
さ
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

会
の
終
盤
で
は
、
11

年
間
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
松
倉
会
長
に
、
大
坊

郁
夫
同
窓
会
名
誉
会
長

よ
り
特
別
表
彰
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
佐
藤
桂
子
副
会

長
、
森
谷
恭
一
副
会
長

も
今
期
を
も
っ
て
退
任

さ
れ
る
た
め
、
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
花
束

贈
呈
を
行
い
、
盛
大
な

拍
手
を
も
っ
て
会
を
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
回
の
定
期
総
会
・

懇
親
会
は
、
10
月
17
日

（
土
）、
会
場
は
「
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
イ

ン
札
幌
」
で
す
。
若
い

同
窓
生
の
皆
さ
ま
も
、

サ
ー
ク
ル
や
ゼ
ミ
の

O
B
O
G
で
お
誘
い
あ

わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご

出
席
く
だ
さ
い
。
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　

10
月
19
日
（
土
）、
A
N
A
ク

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌
に

て
、
同
窓
会
定
期
総
会
及
び
懇

親
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

定
期
総
会
に
は
60
名
の
同
窓
生

が
出
席
し
、
決
算
・
予
算
案
、

会
則
の
一
部
改
正
案
な
ど
を
審

議
し
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
役
員
の
改
選
で
は
、

長
き
に
渡
り
同
窓
会
長
を
務
め

た
松
倉
千
春
氏
が

退
任
さ
れ
、
新
会

長
と
し
て
岡
田
義

明
氏
が
信
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
後
の
懇
親

会
で
は
、
招
待
教

員
と
し
て
、
佐

藤
修
子
先
生
と

ト
ー
キ
ル
・
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン

先
生
を
お
招
き

し
、
1
4
0
名

の
同
窓
生
と
と

も
に
、
懐
か
し

く
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今

年
度
採
用
の
同

窓
会
奨
励
生
6

役員を退任された佐藤副会長、松倉会長、森谷副会長を囲んで

岡田新同窓会長と奨励生の皆さん アカペラサークルぽらりす . によるアトラクション
（上記6枚写真提供：写真工房ピクセル・グラフィックス）

招待教員のクリステンセン先生を囲んで

招待教員　佐藤修子先生

松倉会長の退任のごあいさつ

同
窓
会
長
　
岡
田
　
義
明

そ
う
な
っ
て

何
を
す
る
の
か

新
入
会
員
の
方
々
へ
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同
窓
会
へ
よ
う
こ
そ
！
心
か
ら
歓
迎
い
た
し

ま
す
。
同
窓
会
は
同
窓
生
の
交
流
活
動
や
母
校

や
後
輩
を
応
援
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ぜ
ひ
積
極
的
に
活
動
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

　

さ
て
、
使
命
と
い
う
漢
字
は
命
を
使
う
と
書

き
ま
す
ね
。
ま
だ
、
自
分
の
使
命
な
ど
考
え
た

こ
と
も
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
北
星
学
園
の

創
設
者
サ
ラ
・
C
・
ス
ミ
ス
先
生
は
、
日
本
で

の
伝
道
や
教
育
活
動
を
自
分
に
与
え
ら
れ
た
使

命
と
考
え
、
29
歳
の
と
き
に
来
日
し
ま
し
た
。

当
時
、
日
本
は
、
現
在
と
は
大
き
く
異
な
り
、

母
国
ア
メ
リ
カ
か
ら
見
る
と
、「
な
ぜ
、
そ
ん

な
と
こ
ろ
に
行
く
の
か
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
、

地
の
果
て
の
国
で
し
た
。
一
八
八
七
（
明
治

20
）
年
、
36
歳
に
な
っ
た
ス
ミ
ス
先
生
は
札
幌

に
来
て
、
北
星
学
園
の
始
ま
り
と
な
る
ス
ミ
ス

女
学
校
を
開
校
し
ま
し
た
。

　

私
は
17
年
前
に
北
星
出
身
の
校
長
、
教
頭
、

指
導
主
事
の
会
で
あ
る
「
ス
ミ
ス
会
」
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
。
現
在
、
道
立
高
校
の
校
長
を
中

心
に
40
名
近
い
会
員
を
擁
す
る
会
に
発
展
し
て

い
ま
す
。
会
の
名
前
「
ス
ミ
ス
会
」
と
は
、
ス

ミ
ス
先
生
の
志
を
継
ぐ
者
の
会
と
い
う
意
味
で

す
。
以
来
、
私
は
天
国
の
ス
ミ
ス
先
生
か
ら
、

「
自
分
は
ま
だ
開
拓
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
札

幌
で
、
日
本
人
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
命
を

使
っ
た
け
れ
ど
、
貴
方
は
自
分
の
命
を
何
に
使

う
つ
も
り
で
す
か
」
と
問
い
か
け
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
何
に
命
を
使
う
の
で

し
ょ
う
か
。
ス
ミ
ス
先
生
は
皆
さ
ん
に
も
問
い

か
け
て
い
ま
す
。「
何
に
な
る
の
か
」
だ
け
で

は
な
く
、「
そ
う
な
っ
て
何
を
す
る
の
か
」
を

考
え
、
人
生
を
切
り
拓
い
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ん
の
前
途
を
心
か
ら
祝
福
し
ま
す
。



岡田義明会長
（大学英文学科 1974 年 3月卒業）

小村知江子副会長
（短大英文学科 1965 年 3月卒業）

赤塚善彦副会長
（大学経済学科 1979 年 3月卒業）

駒ケ嶺剛史副会長
（大学経済学科 2005 年 3月卒業）
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役　職 氏　　名 卒業年月
会 長 岡　田　義　明 英 74.3
副 会 長 小　村　知江子 短英 65.3

〃 赤　塚　善　彦 経 79.3
〃 駒ヶ嶺　剛　史 経 05.3

幹 事 斎　藤　美代子 短英 67.3
〃 有　澤　睦　子 英 74.3
〃 森　谷　恭　一 英 78.3
〃 森　　　　　博 経 79.3
〃 池　田　雅　子 社 82.3
〃 北　本　佳　子 家 84.3
〃 清　水　一　江 家 87.3
〃 伊　藤　　　修 経 90.3
〃 鈴　木　克　典 情 91.3
〃 髙　橋　　　章 経 96.3
〃 牧　田　浩　一 社 97.3
〃 伊　藤　貴　子 短英 96.3
〃 畠　山　美　保 短英 96.3/ 大英 98.3
〃 馬　渕　慎　吾 情 06.3
〃 林　　　孝　之 院社 12.3
〃 川　田　麻里奈 情 12.3

旭 川 支 部 長 西　岡　将　晴 経 98.3
帯 広 支 部 長 成　田　啓　介 社 90.3
北 見 支 部 長 三　浦　鶏　一 社 91.3
東 京 支 部 長 遠　田　嘉　憲 経 69.3
函 館 支 部 長 畑　中　博　史 社 78.3
釧 路 支 部 長 角　　　隆　史 経 96.3
千 歳 支 部 長 千　葉　英　二 経 80.3
会 計 監 査 瀬　部　祐太郎 情 14.3
会 計 監 査 今　井　綾　子 法 10.3

北星学園大学同窓会役員名簿
（任期　2019.10 ～ 2022.9） 同窓会　新三役紹介・抱負

収支決算・次年度予算報告
2018 年度（2018 年 10 月～ 2019 年 9 月）北星学園大学同窓会  収支決算

【通常会計】 2019.10.19 総　　　会
＜収入の部＞   （単位 : 円）2019.10.10 幹　事　会
費     目 予    算 決  算 差異（予算 - 決算） 備          考

前 年 度 繰 越 金 4,284,607 4,284,607 0 預金（北洋銀行  4,106,775、  札幌中央信用組合  1,000）、現金（176,832）

同 窓 会 費 22,840,000 22,940,000 △ 100,000 @20,000 × 1,147

総 会 懇 親 会 費 収 入 320,000 268,000 52,000 @1,000＊55  3,000＊71

プ ロ ジ ェ ク ト 60,000 60,519 △ 519 コンサート・講演会等募金

利 息 等 0 0 0

雑 収 入 0 86,000 △ 86,000 ご祝儀、幹事懇親会費

合　計 27,504,607 27,639,126 △ 134,519

＜支出の部＞   
費     目 予    算 決  算 差異（予算 - 決算） 備          考

Ⅰ . 事      務      費 4,300,000 4,084,564 215,436

1. 会     議     費 400,000 368,770 31,230 幹事会（226,842）、役員打合せ（48,384）、
役員選考委員会（23,544）、ご祝儀（0）、その他（70,000）

2. 交     通     費 3,500,000 3,503,388 △ 3,388
幹事会（806,260）、支部懇親会派遣：本部（869,538）、
卒業式・札幌総会派遣：支部（810,240）、会長交通費（576,240）、
役員選考委員会（88,140）、タクシー代（57,270）、その他（295,700）

3. 通     信     費 200,000 139,185 60,815 振込等手数料（51,732）、ハガキ ･ 切手（21,900）、
慶弔電報（3,153）、その他（62,400）

4. 物     品     費 100,000 10,886 89,114 事務消耗品

5. 印     刷     費 100,000 42,335 57,665 リソグラフ、コピー機使用代

6. 雑             費 0 20,000 △ 20,000 同窓会会費返還（1 名）

Ⅱ . 事     業     費 19,740,000 18,694,680 1,045,320

1. 行     事     費 3,800,000 3,441,958 358,042
卒業生記念品（1,451,300）、懇親会（1,306,580）、退職者記念品 

（130,000）、永年表彰記念（155,000）、奨励生の集い（120,000）、
ホームカミングデー（98,023）、その他（181,055）

2. 同 窓 会 文 庫 費 400,000 400,000 0 寄贈図書

3. 補     助     費 5,900,000 5,822,070 77,930 各支部補助（4,412,000）、英研・大学祭・体育祭補助（370,450）、
派遣留学生への支援（1,000,000）、その他（39,620）

4. 奨     励     費 400,000 600,000 △ 200,000 @100,000 円× 6 名（うち 2 名は特別枠で承認）

5. 奨     学     費 1,440,000 1,440,000 0 自宅外通学支援奨学金の一部を各支部補助額の 20％を削減して奨学費として
負担

6. 会 報 発 行 費 5,600,000 5,440,801 159,199 大谷地だより印刷代（1,076,284）・郵送料宛名印刷等（4,313,687）、
その他（50,830）

7. 業 務 委 託 費 700,000 627,198 72,802 名簿整備、懇親会司会者謝礼  他

8. プロジェクト活動費 1,000,000 422,653 577,347 消耗品、例会交通費、印刷費、会議費、通信費  他

9. 寄             附 500,000 500,000 0 北星学園創立 100 周年記念館運営

Ⅲ . 予     備     費 1,464,607 0 1,464,607

Ⅳ . 資 金 積 立 金 2,000,000 2,000,000 0 北洋銀行へ積立

Ⅴ . 次 年 度 繰 越 金 0 2,859,882 △ 2,859,882 預金（北洋銀行  2,764,910、札幌中央信用組合  1,000） 、現金（93,972）

合　計 27,504,607 27,639,126 △ 134,519

【活動資金積立会計】
活 動 資 金 積 立 2017 年度 利息 当期積立額 2018 年度 備          考

合　計 76,731,384 5,655 2,000,000 78,737,039

2019 年度（2019 年 10 月～ 2020 年 9 月）北星学園大学同窓会  会計予算
2019.10.19 総　　　会

＜収入の部＞   （単位 : 円）2019.10.10 幹　事　会
費     目 2018 年度予算 2018 年度決算 2019 年度予算 備          考

前 年 度 繰 越 金 4,284,607 4,284,607 2,859,882 預金（北洋銀行 2,764,910、札幌中央信用組合 1,000） 、現金（93,972）

同 窓 会 費 22,840,000 22,940,000 21,820,000 @20,000＊1,091

総 会 懇 親 会 費 収 入 320,000 268,000 260,000 @3,000＊70名  @1,000＊50名

プ ロ ジ ェ ク ト 60,000 60,519 60,000 コンサート・講演会等募金

利 息 等 0 0 0

雑 収 入 0 86,000 0

活動資金からの繰り入れ収入 0 0 0

合　計 27,504,607 27,639,126 24,999,882

＜支出の部＞   
費     目 2018年度予算 2018年度決算 2019年度予算 備          考

Ⅰ .事      務      費 4,300,000 4,084,564 4,220,000

1.会     議     費 400,000 368,770 400,000 幹事会（250,000）、役員打合せ（60,000）、ご祝儀（60,000）他

2.交     通     費 3,500,000 3,503,388 3,500,000 幹事会等（700,000）、総会等派遣：本部（1,000,000） 支部（900,000）  他

3.通     信     費 200,000 139,185 200,000 振込料（70,000）、ハガキ ･切手（70,000）、慶弔電報（30,000）  他

4.物     品     費 100,000 10,886 50,000 事務消耗品  他

5.印     刷     費 100,000 42,335 70,000 リソグラフ、コピー機使用代

6.雑             費 0 20,000

Ⅱ .事     業     費 19,740,000 18,694,680 19,800,000

1.行     事     費 3,800,000 3,441,958 3,700,000 卒業生記念品（1,600,000）、懇親会（1,500,000）、退職者記念品（150,000）、
永年表彰記念（200,000）、奨励生の集い（120,000）、ホームカミングデー  他

2 . 同 窓 会 文 庫 費 400,000 400,000 400,000 寄贈図書

3.補     助     費 5,900,000 5,822,070 5,900,000 各支部補助（4,412,000）、周年事業費：（0）、英研 ･学祭・体育祭補助（400,000）、
サークルＯＢ通信費（60,000）、派遣留学生への支援（1,000,000）  他

4.奨     励     費 400,000 600,000 400,000 ＠ 100,000×4名（奨励金）

5.奨     学     費 1,440,000 1,440,000 1,800,000
自宅外通学支援奨学金の一部を各支部補助額の 20％を削減して奨学費として
負担  ※2019年度 1,800,000（360,000× 5名分 ※2020年度より毎年度
2,160,000（360,000×6名分）

6.会 報 発 行 費 5,600,000 5,440,801 5,600,000 印刷代（1,200,000）、郵送料・宛名印刷等（4,200,000）  他

7.業 務 委 託 費 700,000 627,198 800,000 名簿整備、懇親会司会者謝礼  他

8 . プ ロジェクト活 動 費 1,000,000 422,653 700,000 交通費、消耗品、例会交通費、印刷費、会議費、通信費他

9.寄             附 500,000 500,000 500,000 北星学園創立100周年記念館運営（維持・保存）

Ⅲ . 予     備     費 1,464,607 0 979,882

Ⅳ . 資 金 積 立 金 2,000,000 2,000,000 0

Ⅴ . 次 年 度 繰 越 金 0 2,859,882 0

<支出計 > 27,504,607 27,639,126 24,999,882
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プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

	

14
日
（
月
）	

後
期
授
業
開
始

	

26
日
（
土
）	

同
窓
会
旭
川
支
部
総
会
懇
親
会

	
	

 

江
崎
浩
司
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン

	
	

ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

	
	

（
会
場
：
大
学
チ
ャ
ペ
ル
）

	

30
日
（
水
）	

前
期
末
卒
業
式

	

10
月
8
日
（
木
）	

同
窓
会
幹
事
会

	

9
日
（
金
）	

大
学
祭
（
～
12
日
）

	

17
日
（
土
）	

同
窓
会
定
期
総
会
・
懇
親
会

	
	

（
会 

場：ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

イ
ン
札
幌
）

	

11
月
12
日
（
木
）	

同
窓
会
幹
事
会

	

14
日
（
土
）	

同
窓
会
東
京
支
部
総
会
懇
親
会	

	

12
月
5
日
（
土
）	

同
窓
会
千
歳
支
部
総
会
懇
親
会

	

12
日
（
土
）	

ク
リ
ス
マ
ス
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
14
：
00
～

	
	

（
会
場
：
大
学
チ
ャ
ペ
ル
）

	

23
日
（
水
）	

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

	
	

（
会
場
：
大
学
チ
ャ
ペ
ル
）

	
	

年
内
授
業
最
終
日

	

1
月
16
日
（
土
）	

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト（
～
17
日
）

	

19
日
（
火
）	

後
期
授
業
終
了

	

2
月
6
日
（
土
）	

一
般
入
学
試
験
（
～
8
日
）

	

3
月
12
日
（
金
）	

卒
業
礼
拝

	
	

（
会
場
：
大
学
チ
ャ
ペ
ル
）

	

15
日
（
月
）	

卒
業
式

	
	

『
大
谷
地
だ
よ
り
』第
83
号
発
行

2
0
2
0
年
度
　

大
学
・
同
窓
会
　
行
事
予
定

　同窓会では、2018 年 10 月の定期総会で制定された「役員（会長・副会長）選考委員会設置及び運営に関する規
程」に基づき、2019 年 1 月から会長と副会長の公募を行いました。その後、3 回の役員選考委員会で候補者を選考
し、2019 年 6 月の幹事会を経て、2019 年 10 月 19 日の定期総会で岡田義明氏、小村知江子氏、赤塚善彦氏、駒ヶ
嶺剛史氏が新同窓会三役として信任されました。
　これから、同窓会の目的「会員相互の親睦交流と会員の修業、研究、あわせて母校の発展に寄与すること」に関連し、
役員の皆様と知恵を出し合い、様々な課題に取り組んでいきたいと思います。具体的には、少子化により 18 歳人口
が減少し、母校を取り巻く状況が厳しい状況になるため、北星ブランドの特色化（個性化）を高める際に、同窓会と
して母校にどう支援できるのかを協議していきたいと考えております。二つ目として、同窓会員数は卒業者数に比例
し増加する一方でしたが、今後は増加と減少の両面を把握しなければならない時期を迎えるため、会員情報の管理や
会員数の増加への対応も課題となると考えております。三つ目は、43 年後の同窓会設立 100 周年を迎える迄の長期
的ビジョンです。100 周年を迎える時、同窓会の中核を担っているのは間違いなく現在の学生たちです。そのよう
な将来を想定しながら、後輩たちを支援していく観点が必要かと考えます。また、2023 年には同窓会設立 60 周年
を迎え、その先も 10 年ごとに節目を越えて歴史が進んでいきます。バトンタッチを予め想定しながら、同窓会の業
務を繋いでいくことが肝要かと存じます。同窓生の皆さま、どうぞよろしくお願いたします。
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苫
小
牧
市
で
活
躍
す
る
同
窓
生
を

会
員
と
し
て
組
織
し
て
い
ま
す
。

 

活
動
内
容
は
、
会
員
相
互
の
絆

を
深
め
る
親
睦
交
流
を
中
心
と
し

て
お
り
、
定
期
総
会
後
の
懇
親
会

を
始
め
、『
新
春
開
運
ボ
ー
リ
ン

グ
大
会
』
の
ほ
か
、
社
会
人
１

年
生
を
歓
迎
す
る
『
新
会
員
熱

烈
歓
迎
会
』、
ア
ウ
ト
ド
ア
気
分

を
満
喫
で
き
る
『
野
外
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
』、千
歳
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

お
気
軽
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

東
京
支
部

東
京
支
部
活
動
の
ご
報
告

東
京
支
部
長
　
遠
田
　
嘉
憲

　

昨
年
11
月
に
東
京
支
部
32
回
総

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
、
総
会
・
懇
親
会
に
は
、

鈴
木
副
学
長
、
藤
原
短
期
大
学
部

長
、
岡
田
会
長
を
は
じ
め
、
多
く

の
支
部
会
員
の
ご
参
加
を
頂
き
ま

し
た
。
懇
親
会
で
は
、
Ｒ
u
m
i

さ
ん
（
北
星
学
園
女
子
高
卒
）
の

歌
と
関
根
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演

奏
の「
ジ
ャ
ズ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
行
わ
れ
、
久
々
に
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
ナ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し
た
ジ
ャ

ズ
に
酔
い
し
れ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

現
在
、
東
京
支
部
で
は
、
財
政

的
な
援
助
も
含
め
、
支
部
会
員
の

様
々
な
集
ま
り
と
同
窓
会
支
部
と

の
幅
広
い
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
呼
び
か

け
て
お
り
ま
す
。
ご
連
絡
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

千
歳
支
部

同
窓
生
の
交
流
と
支
部
会

員
の
拡
大

千
歳
支
部
長
　
千
葉
　
英
二

　

千
歳
支
部
は
、千
歳
市
、恵
庭
市
、

帯
広
支
部

年
に
一
度
の
お
楽
し
み

帯
広
支
部
長
　
成
田
　
啓
介　

　
　
　
　

　

　

２
０
１
９
年
８
月
31
日
（
土
）

帯
広
支
部
定
期
総
会
・
懇
親
会
を

帯
広
市
内
ア
パ
ホ
テ
ル
帯
広
駅
前

で
行
い
ま
し
た
。

　

同
窓
会
本
部
よ
り
森
谷
恭
一
副

会
長
、
斉
藤
美
代
子
幹
事
、
駒
ケ

の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

★�

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
在
住
の
同
窓
生
の
皆
さ
ん
、
北

見
支
部
会
員
参
加
料
は
、
1
、0
0
0
円
で
す
！

年
に
１
度
、
北
見
の
グ
ル
メ
を
味
わ
い
な
が
ら
、

学
生
時
代
を
振
り
返
り
に
き
ま
せ
ん
か
。（
ご
案

内
が
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
願
い
ま
す
。）

函
館
支
部

２
０
１
９
年
函
館
支
部

の
活
動

函
館
支
部
長
　
畑
中
　
博
史

　

２
０
１
９
年
の
函
館
支
部
の
総

会
・
懇
親
会
は
、
９
月
７
日
に
開

催
し
、
同
窓
生
20
名
、
同
窓
会
本

部
よ
り
佐
藤
副
会
長
は
じ
め
４
名

の
役
員
さ
ん
、
大
学
よ
り
大
坊
学

長
を
は
じ
め
13
名
の
教
職
員
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

２
０
１
８
年
は
9
月
の
地
震
の

影
響
で
総
会
・
懇
親
会
が
中
止
と

な
り
大
変
残
念
な
思
い
を
し
ま
し

た
。
そ
の
分
も
含
め
て
、
支
部
役

員
一
同
い
っ
そ
う
気
合
を
入
れ
て

準
備
を
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
今

年
は
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

旭
川
支
部

旭
川
支
部
の
活
動
に
つ

い
て旭

川
支
部
長
　
西
岡
　
将
晴　

　
　

　

旭
川
支
部
で
は
、
今
年
度
、

創
設
37
年
目
を
迎
え
て
お
り
、

毎
年
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開

催
に
加
え
て
、
年
1
回
発
行
の

同
窓
誌
「
サ
マ
リ
タ
ン
」
に
よ

り
支
部
会
員
か
ら
母
校
に
寄
せ

る
思
い
や
近
況
報
告
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
懇
親
会
に
あ
わ
せ
て
、

大
学
か
ら
お
越
し
に
な
る
先
生

方
や
卒
業
生
等
に
よ
る
講
演
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
卒
業
生
が
な
か

な
か
母
校
に
行
く
機
会
が
な
い

と
の
声
が
あ
っ
た
た
め
、
新
し

く
な
っ
た
大
学
施
設
の
見
学
を

兼
ね
た
大
谷
地
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
、
北
星
の
歴
史
を
知
り
、

母
校
に
対
す
る
愛
着
を
深
め
る

た
め
の
旧
短
大
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
を
、
社
会
連
携
課
様
の
お

力
添
え
で
定
期
的
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
企
画
は
、

少
し
で
も
同
窓
会
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
支
部
の
活

動
に
参
加
を
い
た
だ
き
、
旧
交

を
温
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
の

思
い
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

旭
川
支
部
は
、
南
か
ら
北
ま

で
エ
リ
ア
が
非
常
に
広
く
、
遠

方
か
ら
の
参
加
が
難
し
い
面
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
学
び

舎
を
同
じ
く
し
た
多
く
の
仲
間

の
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

北
見
支
部

今
年
度
の
北
見
支
部

活
動
に
つ
い
て

北
見
支
部
長
　
三
浦
　
鶏
一　

　

当
支
部
は
、
昭
和
62
年
12
月

に
３
番
目
の
同
窓
会
支
部
と
し

て
設
立
し
、
30
年
を
超
え
る
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
総
会
・
懇
親
会
は
、

８
月
25
日
（
日
）
に
、『
オ
ホ
ー

ツ
ク
ビ
ー
ル
』
に
お
い
て
、
同

窓
会
支
部
会
員
22
名
、
大
学
か

ら
は
大
坊
学
長
他
教
職
員
9
名
、

同
窓
会
本
部
か
ら
森
谷
副
会
長

他
1
名
、
総
勢
34
名
が
集
ま
り

開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
懇
親
会
で
は
、
地
元

食
材
を
中
心
と
し
た
料
理
と
地

ビ
ー
ル
に
舌
鼓
を
打
ち
、
北
見

特
産
品
や
紋
別
名
産
蒲
鉾
（
有

志
提
供
）
な
ど
が
当
た
る
宝
引

き
で
賞
品
を
ゲ
ッ
ト
し
た
後
は
、

恒
例
の
1
分
間
ス
ピ
ー
チ
で
学

生
時
代
の
想
い
出
等
を
語
っ
て

い
た
だ
き
、
参
加
型
交
流
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
車
で
２
時
間
近
く

か
け
駆
け
付
け
た
紋
別
参
加
組

に
感
謝
し
つ
つ
、
上
は
60
代
か

ら
卒
業
し
た
て
の
20
代
前
半
ま

で
多
様
な
世
代
が
交
流
す
る
場

と
な
っ
た
ほ
か
、
中
に
は
サ
ー

ク
ル
の
先
生
と
久
し
ぶ
り
の
再

会
で
盛
り
上
が
る
グ
ル
ー
プ
も

あ
り
、
普
段
は
忘
れ
か
け
て
い

た
学
生
気
分
を
取
り
戻
す
何
か

懐
か
し
い
夜
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
同
窓
会
本
部
・
大

学
か
ら
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
知
床
か
ら
雄
武
ま
で

の
長
く
広
い
オ
ホ
ー
ツ
ク
に
点

在
す
る
『
北
星
』
の
絆
を
、
年

に
1
度
太
い
線
と
し
て
描
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
世
代
を

超
え
た
楽
し
い
支
部
活
動
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す

き
て
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

　

総
会
・
懇
親
会
に
初
め
て
参

加
す
る
同
窓
生
、
久
し
ぶ
り
参

加
の
同
窓
生
、
い
つ
も
の
顔
の

同
窓
生
、
そ
し
て
今
年
は
余
市

在
住
の
同
窓
生
と
大
変
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
同
窓
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
初
め
て
役
員

の
知
り
合
い
の
サ
ッ
ク
ス
奏
者

（
カ
ル
テ
ッ
ト
）
に
生
演
奏
を
し

て
い
た
だ
き
、
参
加
者
か
ら
大

変
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
参

加
者
一
言
ス
ピ
ー
チ
で
大
変
盛

り
上
が
り
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
函
館
支
部
で
も

初
め
て
参
加
す
る
と
い
う
同
窓

生
が
増
え
て
き
て
、
徐
々
に
参

加
者
に
広
が
り
が
出
て
き
て
い

る
と
い
う
実
感
が
あ
り
、
支
部

の
役
員
も
大
変
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
一
人
で
も
多
く
の
同

窓
生
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
函
館
支
部
を
盛
り
上
げ
て

い
こ
う
と
い
う
思
い
を
一
つ
に

し
て
終
了
し
ま
し
た
。

釧
路
支
部

今
年
も
総
会
・
懇
親
会

を
開
催
！

釧
路
支
部
長
　
角
　
　
隆
史

　

当
支
部
は
、
２
０
１
９
年
９
月

１
日
（
日
）、
総
会
・
懇
親
会
を

ホ
ッ
ト
ソ
ー
ス
に
て
開
催
、
同
窓

会
本
部
よ
り
佐
藤
・
森
谷
両
副
会

長
を
は
じ
め
、
幹
事
、
大
学
教
職

員
を
お
招
き
し
、
多
く
の
支
部
会

員
が
参
加
し
て
、
大
い
に
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
当
日
は
地
元
の
海

や
山
の
幸
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が

ら
、
年
１
回
の
再
会
に
会
員
同
士

の
近
況
や
大
学
時
代
の
昔
話
に
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
最
後
は

恒
例
の
横
山
副
支
部
長
に
よ
る
ダ

ン
ス
タ
イ
ム
。
今
年
は
あ
ま
り
の

レ
ベ
ル
の
高
さ
に
ダ
ン
ス
に
付
い

て
い
け
な
い
参
加
者
が
続
出
で
し

た
が
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
全
員
が

笑
顔
と
な
っ
て
無
事
に
終
了
し
ま

し
た
。
ま
た
、
当
日
は
、
釧
路
川

で
今
年
初
と
な
る
噴
水
シ
ョ
ー
が

開
催
さ
れ
、
見
物
し
た
参
加
者
は

し
き
り
に
ス
マ
ホ
で
カ
メ
ラ
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て
い
ま
し

た
。

　

次
回
の
総
会
・
懇
親
会
は

２
０
２
０
年
8
月
29
日
（
土
）
に

開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
現
在
、

参
加
者
を
大
募
集
中
で
す
！
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
当
支
部
の
活
動
に
是

非
と
も
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。　
　

　

こ
の
度
、
ご
卒
業
さ
れ
る
皆
さ

ん
、
あ
る
い
は
ご
友
人
や
お
知
り

合
い
で
赴
任
地
が
釧
路
根
室
地
方

と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
幹
事
の
櫛
部
ま
で
ご
連
絡

を
く
だ
さ
い
。

　

 【
電
話
0
1
5
4

─

25

─

0
2
8
8　
（
一
社
）
釧
路
社

会
的
企
業
創
造
協
議
会
】

旭川支部

（大坊学長！ビール早く飲ませて !!）

函館支部懇親会に参加した短大卒業生のみなさん

釧路支部懇親会の様子

帯広支部懇親会集合写真

東京支部懇親会集合写真

千歳支部懇親会集合写真

嶺
剛
史
幹
事
、
大
学
か
ら
は
鈴
木

剛
副
学
長
を
は
じ
め
10
名
、
支
部

会
員
39
名
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。

　

同
窓
生
の
参
加
人
数
は
、
例
年

よ
り
若
干
で
は
あ
り
ま
す
が
多
い

ほ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
地
元
新
聞

の
生
活
掲
示
板
を
み
て
電
話
を
く

だ
さ
っ
た
同
窓
生
も
い
ま
し
た
。

個
人
情
報
の
関
係
も
あ
り
、
ど
れ

だ
け
の
同
窓
生
が
正
確
に
い
る
の

か
わ
か
ら
な
い
面
も
あ
り
ま
す

が
、
あ
り
が
た
い
話
で
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

帯
広
支
部
は
、
懇
親
会
が
メ
イ

ン
で
、
他
の
行
事
や
企
画
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
十
勝
の
食
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
し
た
料
理
を
提
供
し

ま
す
の
で
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ

い
。
雰
囲
気
は
と
っ
て
も
い
い
で

す
し
、恒
例
の
ビ
ン
ゴ
大
会
で
は
、

豪
華
景
品
？
が
全
員
に
あ
た
り
ま

す
。タ
ダ
で
は
帰
し
ま
せ
ん
の
で
、

ト
で
開
催
の
『
開
運
！
新
春
パ
ー

テ
ィ
』、
ま
た
、
新
千
歳
空
港
施

設
の
研
修
後
に
航
空
機
の
離
着
陸

を
間
近
で
見
な
が
ら
温
泉
と
食
事

を
楽
し
む
『
ハ
ッ
ピ
ー
フ
ラ
イ
ト

空
港
温
泉
懇
親
会
』
な
ど
、
数
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
行
う

こ
と
に
よ
り
、
同
窓
生
の
交
流
の

場
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
情
報
誌
な
ど
を
活

用
し
、
新
会
員
獲
得
に
向
け
た
広

報
活
動
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、

会
員
拡
大
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
支
部
会
員
の
拡
大
と
同

窓
生
の
協
力
体
制
充
実
を
図
る
た

め
、
積
極
的
に
交
流
事
業
を
推
進

し
、
大
学
・
短
期
大
学
部
の
垣
根

を
越
え
た
同
窓
生
の
絆
を
深
め
て

ま
い
り
ま
す
。

■ 

２
０
１
９
年
度
千
歳
支
部
総
会

は
、令
和
元
年
12
月
７
日
（
土
）

に
終
了
し
ま
し
た
。

支
部
か
ら
の
報
告



新企画プロジェクトからのお知らせ
講演会・コンサート等も回を重ねる毎に、多くの皆さまのご参加をいただいております。これからも一層
充実した内容に向けて努力したいと考えております。今後とも皆さまのご協力をよろしくお願いします。

日時：2020年5月23日（土）午後２時から
会場：本学チャペル

矢口 祐人講演会
「フラから見るハワイの歴史と文化」
　去る９月 28 日（土）東京大学大学院教授矢口
祐人さんとフラダンサー・ハワイアンミュージ
シャン古賀まみ奈さんをお招きして、秋の講演会
を開催いたしました。
　「フラ」と呼ばれる踊りはハワイの人々が古代
より大事にしてきた伝統であり、ハワイの歴史と
文化を理解する上で大切な手掛かりとメッセージ
が含まれているというお話から講演会が始まりま
した。
　「フラ」はハワイの創世神話から今日までハワイに住む全ての人々にとって重要であり、
誇りと自己の存在証明の核になっているという説明の後、一回目のフラパフォーマンス
の「Au’ a’ ia（マウナケア）」が行われました。そこでの美しい衣装と優美な踊りに魅
了されました。さらに、「フラ」が現代のハワイに生きる先住民の誇りと抵抗の源にもなっ
ているという説明にそった四回のフラパフォーマンスが行われ、すっかりハワイの世界
に引き込まれました。

　そのフラパフォーマンスの中でも特にハワイの音楽と踊
りを愛し、近代化を進めたカラカウア王に捧げた愛情の歌
「Ka Ipo Lei Manu」が印象的でした。
　また、ハワイには世界で最も天体観測に適したマウナケ
ア山があります。そこに国立天文台 TMT プロジェクトが
直径 30ｍのレンズの望遠鏡を設置する計画に対して反対
運動が起きていることを知りました。「聖なる山を汚さな
いでくれ」と言う声にハワイ州民の多くが賛同しているそ
うです。
　アンケートでは分かり易い矢口先生の解説と素晴しい古
賀さんのフラパフォーマンスに感激したという感想やハワ
イに対する考え方を見直したという意見が数多く寄せられ
ました。

　去る 12 月 14 日（土）午後２時から、マリンバ奏者沓野勢津子さんとピ
アニスト中谷友美さんをお迎えし、「Winter マリンバコンサート～ローズ
ウッドの音色～」を開催しました。ローズウッドとは、マリンバの鍵盤に
使われている木の名前で、ホンジュラス産とのこと。赤みを帯びた茶色を
しています。
　第1部は「クラシックステージ」。アンダーソン「ワルツィング・キャット」、
バッハ「ヴァイオリン協奏曲第１番」など、また、ラヴェル「マ・メール・ロワ」
では朗読劇のような構成で演奏され、好評でした。曲の説明を交えてのユー
モアに富んだ話も、ステージに花を添えてくれました。第２部は「ポップ
スステージ」。ピアソラ「リベルタンゴ」「Oblivion」、そして昭和のヒッ
ト曲「赤いスイートピー」「時代」などへと続き、最後は冬の北海道にふ
さわしい「雪の降る街を」「虹と雪のバラード」で締めくくりました。さらに、
満場の温かいアンコール拍手に応えて「ふるさと」「主よ、人の望みの喜
びよ」の 2 曲をご披露くださいました。マリンバという楽器は、普段あま
り生で聴く機会がないかもしません。多くのお客さまが今回初めて聴いた
ということでした。
　マレット（バチ）の巻きの強さによっても音に変化が生まれるそうです

（沓野さんはマレットを百本
持っているとのこと）。チャ
ペルで聴いたマリンバの音
色は、伸びやかで柔らかく
清澄で、中谷さんのピアノ
との調和も素晴らしく、あ
らためてマリンバの奥深さ
と面白さを知ったコンサー
トでした。

第21代札幌コンサートホール専属オルガニストのアダム・タバイディ氏をお迎えします。
バロック音楽の調べをどうぞお楽しみください。

プロフィール
1993年ハンガリー生まれ。リスト音楽院、パリ国立高等音楽院でオ
ルガン、チェンバロ、通奏低音を学ぶ。これまでにヴォルフガング・ツェ
ラー、トン・コープマンら著名なオルガニストたちによるマスタークラス
を受講。フランス財団およびタラディ財団から奨学金を授与され、ま
たアニー・フィッシャー音楽奨学生となる。2017年にはパリ・ノートル
ダム大聖堂初のオルガニスト研修生に選ばれた。2018年からリスト
音楽院の博士課程に在学。2019年9月、第21代札幌コンサートホー
ル専属オルガニストに就任。

Winter マリンバコンサート
～ローズウッドの音色～

パイプオルガンコンサート

「バロックオルガン音楽の多彩な響き」

●ブクステフーデ：トッカータ　ヘ長調
●スウェーリンク：わが青春はすでに過ぎ去り
●ヴィヴァルディ / J.S. バッハ：オルガン協奏曲
　ニ短調　他

予定演奏曲目

コンサート
報告

講演会
報告

コンサートの
申し込み方法について

パイプオルガンコンサート
申込み受付期間：4月27日（月）～5月22日（金）まで
定員になり次第締め切らせていただきます。

　「パイプオルガンコンサート参加希望」と、氏名、ふ
りがな、電話番号、参加希望人数を明記の上、北星学
園大学ホームページの「申込フォーム」、ハガキ、電
話、e-mailでお申し込みください。
　なお、事前の整理券等は発行しませんので、お申し
込みされた方は当日直接会場へお越しください。

お申し込み・問い合わせ先
〒004-8631　札幌市厚別区大谷地西2丁目3-1
北星学園大学同窓会事務局
同窓会プロジェクト係
TEL 011-891-2731
メール：dousoukai@hokusei.ac.jp

友人、知人の方もぜひお誘いください。
未就学児の入場はご遠慮ください。
公共の交通機関でお越しください。

お願い
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　今年も各支部にて、総会・懇親会を開催いたします。お近くにお住まいの方はぜひお越しください。
支　部 日　時 会　　場
北見支部   8月22日（土）　総会17：00〜　懇親会17：30〜 ホテルベルクラシック北見4F「ロイヤルホール」
釧路支部   8月29日（土）　（時間未定） 釧路市内（会場未定）
帯広支部   8月30日（日）　（時間未定） 帯広市内（会場未定）
函館支部   9月  5日（土）　（時間未定） 函館市内（会場未定）
旭川支部   9月26日（土）　（時間未定） アートホテル旭川
東京支部 11月14日（土）　（時間未定） 私学会館アルカディア市ヶ谷
千歳支部 12月  5日（土）　（時間未定） 千歳市内（会場未定）

※お申し込みは、右記連絡先又は本学ホームページからお願いします。

各支部総会・懇親会のお知らせ
●旭川支部（1983年発足）支部長　西岡　将晴
  090-7648-1997　　kembuchi2000@yahoo.co.jp 
●帯広支部（1985年発足）支部長　成田　啓介
  0155-56-4706（特養札内寮）　mansei@cameo.plala.or.jp
●北見支部（1987年発足）支部長　三浦　鶏一
  連絡先は北見支部総務　関口篤司まで
  090-8909-3316　atsushi.sekiguchi@city.kitami.lg.jp
●東京支部（1988年発足）支部長　遠田　嘉憲
  04-2949-6726　ysr-enda@tbz.t-com.ne.jp
●函館支部（1988年発足）支部長　畑中　博史
  0138-46-2537　hiro-121@sea.ncv.ne.jp
●釧路支部（1989年発足）支部長　角　隆史
  0154-65-9812　kaku4744@msn.com
●千歳支部（1996年発足）支部長　千葉　英二
  0123-24-5564　 hirom78cosmos.@docomo.ne.jp

支部連絡先 同窓会には各地に支部があります。
ぜひ同窓会の活動にご参加ください。
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卒
業
を
間
近
に
控
え
「
あ
、
大
学
生
活
も
う
終
わ
り
な
ん

だ
」
と
素
直
に
感
じ
ま
す
。
こ
の
４
年
間
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
想
像
以
上
に
あ
っ
と
い
う
間
で
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出

が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
何
事
に
も
た
だ
全
力
で
取
り
組
み
自
分
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ

を
知
っ
た
１
年
次
。
大
学
祭
実
行
委
員
会
の
中
心
の
一
人
と

し
て
活
動
し
、
大
学
生
活
の
転
機
と
な
っ
た
２
年
次
。
自
由

に
使
え
る
時
間
が
増
え
、
漠
然
と
将
来
に
つ
い
て
考
え
始
め

た
３
年
次
。
就
職
活
動
や
卒
業
研
究
を
経
て
、
自
分
の
長
所

や
短
所
に
改
め
て
向
き
合
い
自
己
理
解
を
深
め
た
４
年
次
。

楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
こ
と
や

周
り
と
の
衝
突
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を

乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ
今
の
自
分
が
存
在
し
、
こ
れ
か
ら
社

会
人
と
し
て
生
き
て
い
く
上
で
本
当
に
良
い
経
験
を
し
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
仲
良
く
し
て
く
れ
た
友
人
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
や

職
員
の
方
々
、
そ
し
て
様
々
な
場
面
で
助
け
て
く
れ
た
家
族
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
北
星
学
園
大
学

で
過
ご
し
た
４
年
間
が
、
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
で
す
。

卒業生から一言

文
学
部

心
理
・
応
用

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

清
野

　勇
大

大
学
生
活
を
振
り
返
っ
て

　
私
が
大
学
生
活
4
年
間
で
感
じ
た
こ
と
は
、
人
生
の

う
ち
で
時
間
に
囚
わ
れ
ず
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
期
間
は
ま
さ
に
大
学
生
の
期
間
で
、
時
間
を
有

効
に
使
え
ば
有
意
義
で
学
び
の
多
い
大
学
生
活
に
な
る

の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
私
は
4
年
生
に
な
り
卒
業
を
控
え
た
今
、「
も
っ
と

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
お
け
ば
良
か
っ

た
」
と
後
悔
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
思
い
返
し
て
み

る
と
大
学
1
年
生
や
2
年
生
の
時
、
自
分
自
身
に
使
え

る
沢
山
の
時
間
が
あ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
に

も
挑
戦
し
な
い
ま
ま
、
挑
戦
す
る
勇
気
も
持
た
な
い
ま

ま
4
年
生
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
は
3
年
次
や
4
年
次
で
の
教
育
実
習
の
中

で
感
じ
た
こ
と
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
経
験
し
て

し
た
ら
、
生
徒
と
の
関
わ
り
方
や
教
え
方
を
考
え
る
際

に
、
も
っ
と
上
手
に
慣
れ
た
状
態
で
行
う
こ
と
が
で
き

た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
挑
戦
し
て
経
験
し
た
こ
と
は
確
実
に
自
分
の
経
験
値

と
し
て
、
ま
た
自
信
と
な
っ
て
つ
い
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
社
会
人
に
な
る
心
構
え
と
し
て
、
好
奇

心
や
勇
気
を
も
っ
て
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持

ち
を
大
切
に
し
て
仕
事
と
向
き
合
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

挑
戦
す
る
気
持
ち
を
大
切
に

　
私
は
北
星
学
園
大
学
短
期
大
学
部
英
文
学
科
に
在
籍

し
て
い
た
2
年
間
で
、
多
く
の
こ
と
を
経
験
し
貴
重
な

時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
授

業
が
多
く
、
発
言
の
場
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
で
、
あ

ま
り
人
前
で
の
発
表
が
得
意
で
な
い
私
で
も
受
け
身
に

な
ら
ず
、
授
業
に
慣
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
、
短
期
大
学
部
で
の
授
業
や
高
校
時
代
に
培
っ

た
こ
と
を
活
か
し
て
、
入
学
時
か
ら
参
加
し
た
い
と
考

え
て
い
た
、フ
ロ
リ
ダ
に
あ
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ワ
ー
ル
ド
で

働
く
こ
と
が
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
試
験
に
合

格
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
留
学
で
言
語
力
は

も
ち
ろ
ん
、働
く
こ
と
や
多
国
籍
な
文
化
に
直
接
触
れ
、

人
間
力
を
磨
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
初
は
戸
惑
う

こ
と
が
多
く
大
変
で
し
た
が
、
と
て
も
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
し
、大
き
く
成
長
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
短
期
大
学
部
卒
業
後
は
、
北
星
学
園
大
学
英
文
学
科

へ
の
編
入
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
留
学
の
経
験
や
、
2

年
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
授
業

に
も
つ
い
て
い
け
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
2
年
間

　
4
年
間
の
大
学
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
本
当
に
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
が
、
勉
学
だ
け
で
は
な
く

ゼ
ミ
活
動
や
ア
ル
バ
イ
ト
等
、
様
々
な
経
験
を
出
来
た
こ
と

で
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
貴
重
な
経
験
を
出
来
た

の
は
、
大
学
関
係
者
の
皆
様
と
支
援
を
し
て
く
れ
た
家
族
の

お
か
げ
で
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
も
と
も
と
、
北
星
学
園
大
学
に
は
西
脇
教
授
の
ゼ
ミ
で
行
っ

て
い
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
経
営
学
と
い

う
学
問
に
興
味
を
惹
か
れ
て
志
望
、
入
学
し
ま
し
た
が
、
想

像
以
上
に
様
々
な
体
験
が
出
来
ま
し
た
。
中
で
も
、ゼ
ミ
で
は
、

10
周
年
で
緊
張
感
が
あ
る
中
、
頼
れ
る
仲
間
達
と
と
も
に
大

学
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ワ
イ
ン
を
ど
う
P
R
す
る
か
を
考
え
、
そ

れ
ぞ
れ
の
得
意
な
分
野
で
形
に
し
ま
し
た
。
結
果
、
多
く
の

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
北
海
道
ワ
イ
ン
の
知

名
度
向
上
に
少
な
か
ら
ず
貢
献
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
道
東
か
ら
札
幌
に
移
り
、
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
状
態
で

一
人
暮
ら
し
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
大
学
で
た
く
さ
ん
の
友

人
達
に
出
会
え
た
こ
と
、
貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と
が
出
来

た
こ
と
を
誇
り
に
、
今
度
は
社
会
と
い
う
舞
台
で
挑
戦
を
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

経
済
学
部

経
営
情
報
学
科

植
松

　夏
瑞

社
会
福
祉
学
部

福
祉
臨
床
学
科

齋
藤

　真
衣

短
期
大
学
部

英
文
学
科

小
川
菜
々
子

あ
っ
と
い
う
間
で
充
実
し
た
4
年
間

退職される役員・教職員からのメッセージ
　
私
が
北
星
学
園
大
学
に
赴
任
し
た
の
は
開
学
20

周
年
の
1
9
8
1
年
で
、
39
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

当
時
は
地
下
鉄
が
白
石
駅
止
ま
り
で
高
速
道
や
快

速
電
車
も
な
く
、
小
樽
か
ら
2
時
間
を
要
し
ま
し

た
。
今
は
車
で
1
時
間
10
分
（
新
川―

大
谷
地
の

み
高
速
）、
J
R
と
新
札
幌
駅
か
ら
の
徒
歩
で
1
時

間
40
分
で
す
。

　
１
年
目
の
授
業
で
は
学
生
の
顔
を
見
る
こ
と
が

で
き
ず
、 

2
〜
3
年
た
っ
て
や
っ
と
可
能
と
な
り
ま

し
た
が
、
今
で
も
事
前
の
準
備
が
重
要
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ゼ
ミ
で
は
1
9
8
8
年
か
ら
3
年
生
の

全
国
証
券
学
生
ゼ
ミ
大
会
参
加
、
4
年
生
の
卒
論
・

ゼ
ミ
論
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。
合
宿
は
白
老
の

ア
カ
デ
ミ
ー
セ
ン
タ
ー
、
そ
の
後
は
朝
里
の
ウ
ィ

ン
ケ
ル
を
利
用
。「
よ
く
学
び
、
よ
く
遊
べ
」
で
、

小
樽
・
積
丹
・
天
売
島
な
ど
で
の
キ
ャ
ン
プ
・
海

水
浴
、
ニ
セ
コ
・
ス
キ
ー
合
宿
、
温
泉
旅
行
な
ど

楽
し
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
部
活
で
は
、
バ
レ
ー
部
の
練
習
・
学
連
春
秋
リ
ー

グ
戦
等
の
応
援
、
ス
キ
ー
部
の
夏
ト
レ
・
学
連
技

術
選
手
権
の
応
援
等
を
し
て
き
ま
し
た
。
部
長
職

と
し
て
監
督
・
コ
ー
チ
の
助
っ
人
役
で
し
た
が
、

比
布
の
冬
合
宿
で
は
、
部
員
か
ら
カ
ー
ビ
ン
グ
・

ス
キ
ー
技
術
を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　
退
職
は
人
生
の
一
区
切
り
、
同
時
に
今
後
の
人

生
の
新
た
な
出
発
（co

m
m
encem

ent

）
点
と
考

え
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
自
費
出
版
し
た
『
い
ろ

い
ろ
あ
っ
て
ド
イ
ツ
経
営
経
済
学
』、
共
同
文
化
社

2
0
1
8
年
を
参
照
し
て
下
さ
い
（
電
子
書
籍
出

版
予
定
）。
最
後
に
、
同
窓
会
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

経
済
学
部

教
授山

口

　博
教

通
勤
、
授
業
と
部
活

　
私
は
昭
和
52
年
4
月
に
当
時
女
子
校
と
一
緒
に

あ
っ
た
南
4
条
校
地
の
北
星
学
園
女
子
短
期
大
学

の
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
短
大
は
ち
ょ
う

ど
古
い
校
舎
を
取
り
壊
し
西
側
が
空
き
地
に
な
っ

て
お
り
、
そ
こ
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
縄
跳
び
な
ど

の
体
育
の
授
業
が
実
施
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
中

学
高
校
が
週
休
二
日
制
で
土
曜
日
に
授
業
が
な

か
っ
た
こ
と
や
、
月
曜
日
に
全
学
の
ア
ッ
セ
ン
ブ

リ
ー
ア
ワ
ー
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

こ
の
２
日
間
は
体
育
館
で
授
業
が
で
き
ま
し
た
。

当
時
の
大
学
に
い
た
体
育
の
先
生
2
人
に
、
非
常

勤
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
急
遽
都
合
が

悪
く
な
り
時
間
割
変
更
の
必
要
が
生
じ
た
と
き
に

は
教
務
係
に
面
倒
を
お
か
け
し
何
と
か
時
間
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
後
期
に
は
水
泳

の
授
業
や
ス
キ
ー
実
習
を
集
中
で
実
施
し
ま
し
た
。

翌
年
度
か
ら
は
Y
M
C
A
北
見
の
チ
ミ
ケ
ッ
プ
国

際
キ
ャ
ン
プ
場
で
の
3
泊
4
日
の
キ
ャ
ン
プ
授
業

も
加
え
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
　

　
外
の
授
業
で
は
円
山
公
園
ま
で
走
り
フ
ィ
ー
ル

ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を
体
験
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、

縄
梯
子
登
り
の
体
験
で
一
人
の
学
生
が
上
に
も
下

に
も
動
け
な
く
な
る
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。
学

生
の
協
力
を
得
て
何
と
か
助
け
る
こ
と
が
で
き
、

無
事
に
短
大
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
ん

な
少
し
不
器
用
な
体
育
教
員
の
生
活
で
し
た
が
、

何
と
か
43
年
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
多
く
の

先
生
や
事
務
職
員
の
協
力
の
賜
物
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
学
部

教
授佐

々
木

　敏

退
職
に
あ
た
っ
て

　

　
私
は
、
大
学
が
1
9
6
2
年
南
4
条

校
地
に
開
学
し
た
年
に
、
同
じ
校
地
内

に
あ
っ
た
女
子
高
に
就
職
し
、
留
学
を

挟
ん
で
短
大
に
転
じ
ま
し
た
が

1
9
8
1
年
に
退
職
し
、
6
年
前
に
33

年
ぶ
り
に
北
星
学
園
に
戻
っ
て
き
た
人

間
で
す
。
今
で
は
南
4
条
校
地
に
発
足

し
た
ば
か
り
の
、
大
学
の
清
新
で
緊
張

を
伴
っ
た
雰
囲
気
を
覚
え
て
い
る
少
な

い
証
人
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
は
創
立

の
翌
年
に
火
災
に
遭
い
大
谷
地
に
転
じ

ま
し
た
が
、
1
9
6
5
年
か
ら
大
学
で

も
教
鞭
を
と
り
ま
し
た
の
で
、
貧
弱
な

プ
レ
ハ
ブ
校
舎
の
な
か
で
も
懸
命
に
学

ん
で
い
た
世
代
の
学
生
の
姿
も
覚
え
て

い
ま
す
。
今
残
っ
て
い
る
当
時
の
建
物

は
チ
ャ
ペ
ル
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の

在
任
中
に
C
館
が
新
し
く
な
り
、カ
バ
ー

ド
・
ウ
オ
ー
ク
が
で
き
、
セ
ン
タ
ー
棟

は
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
と
カ
フ
ェ

に
衣
替
え
し
ま
し
た
。
昔
、
学
園
本
部

は
南
4
条
校
地
に
あ
り
ま
し
た
が
、
今

は
大
谷
地
C
館
の
中
。
大
学
・
短
大
生

た
ち
の
明
る
い
声
を
耳
に
し
な
が
ら
、

昼
休
み
時
に
は
人
波
を
か
き
分
け
、チ
ャ

ペ
ル
に
向
か
う
6
年
間
で
し
た
。
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
充
実
し
、
外
部
の

調
査
機
関
か
ら
は
、
毎
年
セ
ン
ス
の
良

さ
や
語
学
力
で
高
い
評
価
を
う
け
て
い

る
大
学
・
短
大
が
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す

ま
す
充
実
し
て
ゆ
く
こ
と
を
祈
っ
て
い

ま
す
。
私
は
札
幌
を
離
れ
ま
す
が
、
遠

く
か
ら
応
援
し
続
け
ま
す
。
合
計
22
年

4
か
月
、
共
に
学
び
、
共
に
働
い
た
方
々

へ
の
感
謝
を
込
め
て
。

感
謝
を
込
め
て

　
60
数
年
の
北
星
人
生
を
終
わ
る
に
あ

た
っ
て
、
ま
ず
は
神
さ
ま
と
皆
さ
ま
に

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
北
星
女

子
中
高
と
短
大
で
学
び
（
そ
の
後
北
大

教
育
学
部
へ
進
学
）、
少
し
間
を
お
い
て

時
任
正
夫
理
事
長
の
計
ら
い
で
短
大
附

設
幼
稚
園
教
諭
養
成
所
（
そ
の
後
改
名
）

へ
1
9
6
5
年
に
勤
務
し
ま
し
た
。
夜

間
に
学
ぶ
真
剣
な
学
生
に
囲
ま
れ
て
つ

い
情
熱
を
傾
け
、
抜
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
と
い
う
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
こ
こ

が
財
政
難
で
閉
校
に
な
り
、
大
学
に
配

置
換
え
に
な
り
ま
し
た
。
土
橋
信
男
先

生
、
勝
野
正
章
先
生
等
と
と
も
に
、
吾

田
さ
ん
、
小
島
さ
ん
、
中
村
さ
ん
た
ち

卒
業
生
ス
タ
ッ
フ
が
実
習
教
職
準
備
室

で
学
生
を
熱
心
に
援
助
し
、
1
9
9
0

年
前
後
の
ピ
ー
ク
時
に
は
年
間
1
5
0

名
も
の
教
育
実
習
生
、
1
0
0
名
に
上

る
公
私
立
の
教
員
が
輩
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
多
彩
で
ユ
ニ
ー
ク
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
心
理
・
応
用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ―

シ
ョ
ン
学
科
に
移
り
、
学
生
た
ち
と

フ
ィ
ー
ル
ド
実
習
な
ど
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　
い
よ
い
よ
リ
タ
イ
ア
か
と
思
っ
た
ら
、

今
度
は
法
人
の
こ
の
仕
事
で
9
年
間
が

過
ぎ
去
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
長
い

年
月
、
聖
書
の
御
言
葉
と
良
き
人
々
と

の
出
会
い
が
な
か
っ
た
ら
、
公
私
に
わ

た
る
困
難
を
乗
り
超
え
ら
れ
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
は
私
も
一
同
窓

生
と
し
て
諸
行
事
に
参
加
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

北
星
人
生
に
感
謝
し
て

　
1
9
8
1
年
春
に
入
職
し
39
年
間
に
渡
り
多
く

の
学
生
諸
君
と
と
も
に
研
究
教
育
人
生
の
全
て
を

北
星
学
園
大
学
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
幸
せ
を

か
み
し
め
て
い
ま
す
。
卒
業
論
文
の
相
談
を
受
け

て
気
づ
か
さ
れ
た
こ
と
は
、
障
害
者
の
情
報
保
障

や
フ
レ
イ
ル
予
防
・
認
知
症
予
防
の
健
康
麻
雀
、

福
祉
教
育
の
価
値
な
ど
、
学
生
の
関
心
は
当
該
の

法
制
度
が
で
き
る
15
年
く
ら
い
先
を
行
く
も
の
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
だ
け
感
性
が
敏

感
で
あ
る
こ
と
が
社
会
変
革
に
は
不
可
欠
で
あ
る

と
認
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
社
会
人
入
学

の
学
生
が
卒
業
後
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
実
践

活
動
を
展
開
し
て
い
る
姿
に
も
ま
ぶ
し
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　
人
生
1
0
0
年
時
代
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
の
大

学
は
地
域
社
会
と
協
働
す
る
多
様
な
活
動
拠
点
で

あ
り
、
情
報
拠
点
そ
し
て
多
世
代
交
流
拠
点
と
し

て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
多

く
の
同
僚
と
学
生
諸
君
と
の
交
わ
り
の
な
か
で
、

大
学
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
た
『
ま
ち
づ
く
り
の
福

祉
社
会
学
』（
中
央
法
規
出
版
）
を
大
学
後
援
会
の

助
成
で
年
度
末
に
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
新
た

な
旅
立
ち
の
励
み
を
頂
け
た
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

社
会
福
祉
学
部

教
授杉

岡

　直
人

新
た
な
旅
立
ち
を
迎
え
て

学
校
法
人
北
星
学
園

理
事
長

学
校
法
人
北
星
学
園

学
園
長

酒
井

　玲
子

大
山

　綱
夫
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サ
ー
ク
ル
活
動
ニ
ュ
ー
ス

２
０
１
９
年
7
月
１
日
～
２
０
２
０
年
1
月
31
日
報
告
分
か
ら
抜
粋

【
N
M
A
】

◆
夏
季
定
期
演
奏
会

◆
N
M
A
軽
音
合
同
ラ
イ
ブ

【N
orth Star Bible Club

】

◆Sapporo City Jazz

◆
チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

◆
小
樽
芸
術
村
夏
祭
り

◆
も
み
じ
台
緑
地
野
外
音
楽
会

◆
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
ク
リ
ス
マ
ス
市in Sapporo

【
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
ぽ
ら
り
す
．】

◆
樽
フ
ェ
ス
2
0
1
9 

◆ 

北
海
道
ア
カ
ペ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
第
36
回
「
ハ
モ
サ
ツ
」

◆
ア
カ
ス
ピ
E
X
～
ネ
タ
バ
ン
全
国
大
会
～

【
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

◆
秋
季
リ
ー
グ

【
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
部
】

◆ 

第
30
回
全
日
本
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
選
手
権
大
会

◆ 

第
2
回
全
日
本
U
21
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト

選
手
権
大
会

【
弓
道
部
】

◆
第
66
回
全
道
学
生
弓
道
選
手
権
大
会

◆
第
60
回
札
幌
市
民
体
育
大
会 

弓
道
競
技

◆ 

令
和
元
年
度
北
海
道
弓
道
連
盟
中
央
地
区

段
別
弓
道
選
手
権
大
会

　
初
段
の
部　
第
二
位　
千
葉　
拓
美

　
弐
段
の
部　
第
二
位　
田
中　
夢
乃

◆ 

第
65
回
全
道
学
生
弓
道
女
子
争
覇
戦

◆ 

第
51
回
全
道
学
生
弓
道
新
人
戦

【
競
技
ダ
ン
ス
部
】

◆ 

第
52
回
全
北
海
道
学
生
競
技
ダ
ン
ス
選
手

権
大
会

【
剣
道
部
】

◆
第
67
回
北
海
道
学
生
剣
道
優
勝
大
会
・

　
第
45
回
北
海
道
女
子
学
生
剣
道
優
勝
大
会

◆ 
第
55
回
全
日
本
基
督
教
関
係
大
学
剣
道
大
会

◆
第
57
回
北
海
道
学
生
剣
道
新
人
戦
大
会
・

　

 

第
36
回
北
海
道
女
子
学
生
剣
道
新
人
戦
大
会

◆ 

北
星
学
園
大
学
剣
道
部
創
部
50
周
年
記
念

式
典
祝
賀
会

【
硬
式
庭
球
部
】

◆
全
日
本
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

【
硬
式
野
球
部
】

◆
2
0
1
9
年
度
秋
季
リ
ー
グ
戦

【
サ
ウ
ン
ド
ガ
レ
ー
ジ
】

◆
ピ
グ
ス
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ

【
準
硬
式
野
球
部
】

◆
北
海
道
地
区
大
学
準
硬
式
野
球
秋
季
大
会

◆ 

第
37
回
全
日
本
大
学
9
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
準
硬

式
野
球
大
会

【
障
が
い
児
者
福
祉
研
究
会
】

◆ 

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◆ 

ハ
ビ
タ
ッ
ト
野
幌　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【
少
林
寺
拳
法
部
】

◆
第
50
回
北
海
道
少
林
寺
拳
法
大
会

　
自
由
組
演
武
女
子
級
拳
士
の
部

　
第
2
位 

岡
本
里
彩
・
高
畑
春
花

◆ 

北
海
道
学
生
少
林
寺
拳
法
連
盟
設
立
50
周
年
記

念
第
48
回
少
林
寺
拳
法
北
海
道
冬
季
学
生
大
会

【
書
道
部
】

◆
第
25
回
光
芒
書
展

【
吹
奏
楽
部
】

◆ 

大
谷
地
神
社
祭

◆ 

歌
志
内
演
奏
会

【
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
流
】

◆
ゲ
リ
ラ
ラ
イ
ブ

◆ 

ア
ッ
プ
ド
ラ
フ
ト

【
創
作
研
究
会
】

◆
お
で
か
け
ラ
イ
ブin

札
幌
つ
ど
ー
む
78

【
武
田
流
中
村
派
合
気
道
部
】

◆ 

第
20
回
新
人
戦
・
16
回
北
海
道
学
生
選
抜
合
気

道
大
会

　
捕
技
乱
取　
優
勝　
山
根　
耕

　
　
　
　
　
　
準
優
勝　
澁
川　
裕
平

　
女
子
綜
合
乱
取　
優
勝　
蔦
保　
優
里

　
男
子
綜
合
乱
取　
準
優
勝　
木
村　
佑
輔

【
卓
球
部
】

◆ 

令
和
元
年
度
道
南
卓
球
選
手
権
大
会
兼
全
道
大

会
地
区
予
選
会

◆ 

第
86
回
全
日
本
大
学
総
合
卓
球
選
手
権
大
会

（
個
人
の
部
）
北
海
道
予
選

【
チ
ア
ダ
ン
ス
部
】

◆U
SA Regionals 2020 

北
海
道
大
会

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

◆ 

男
子
第
71
回
女
子
第
64
回
北
海
道
大
学
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

【
羽
球
部
】

◆ 

第
61
回
北
海
道
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
秋
季
リ
ー

グ
戦
大
会

◆ 
第
66
回
北
海
道
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
会
長
杯
争

奪
選
手
権
大
会

◆ 

第
50
回
北
海
道
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
新
人
戦
大
会

【
フ
ッ
ト
サ
ル
同
好
会
】

◆ 

第
15
回
北
海
道
地
域
大
学
フ
ッ
ト
サ
ル

リ
ー
グ
2
0
1
9

【
放
送
研
究
会
】

◆
第
36
回
N
H
K
全
国
大
学
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
パ
ン
部
】

◆ 

土
曜
寺
子
屋　
く
る
み
ん

◆
レ
イ
ン
ボ
ー
料
理
教
室

◆
ト
ロ
ワ
の
畑　
こ
ど
も
食
堂

◆
ミ
ニ
さ
っ
ぽ
ろ
2
0
1
9

◆ 

障
害
児
支
援
交
流
事
業 

ま
ち
な
か
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ルable

】

◆
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【
ラ
グ
ビ
ー
部
】

◆ 

第
21
回
北
海
道
地
区
大
学
セ
ブ
ン
ズ
ラ
グ

ビ
ー
大
会

◆
イ
ン
カ
レ
大
会

◆ 
2
0
1
9
年
度
北
海
道
地
区
大
学
ラ
グ

ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会　

B

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
準
優
勝

【
ラ
ク
ロ
ス
部
】

◆ 

第
25
回
北
海
道
学
生
ラ
ク
ロ
ス
リ
ー
グ
戦

◆
秋
季
リ
ー
グ

◆
2
0
1
9
年
度
オ
ー
タ
ム
ス
テ
ー
ジ

【
陸
上
競
技
部
】

◆ 

第
41
回
北
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

◆ 

第
10
回
深
川
オ
ー
プ
ン
陸
上
競
技
大
会

◆
第
92
回
北
海
道
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

◆
第
10
回
斉
藤
修
弥
記
念
陸
上
競
技
場

◆
第
84
回
札
幌
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　
男
子　
走
幅
跳　
第
2
位　
白
波
瀬　
史
弥

◆ 

第
7
回
北
海
道
ハ
イ
テ
ク
A
C
杯
陸
上
競

技
選
手
権
大
会

◆
道
央
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　
男
子　
走
高
跳　
第
1
位　
青
木　
優
典

　
女
子　
走
高
跳　
第
2
位　
佐
藤　
有
香

　
男
子　
三
段
跳　
第
1
位　
大
原　
圭
登

　
男
子　
5
0
0
0
ｍ　
第
1
位　
山
根　
司

　
男
子　
3
0
0
0
ｍ
S
C　
第
2
位　
鬼
頭　
洋
介

　
男
子　
走
幅
跳　
第
1
位　
白
波
瀬　
史
弥

◆
道
央
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

◆
第
5
回
岩
見
沢
陸
上
競
技
大
会

　
一
般
高
校
男
子　

1
5
0
0
ｍ　
第
1
位　
鬼
頭　
洋
介

　
一
般
高
校
男
子　
走
幅
跳　
第
2
位　
菊
池　
智
哉

　
一
般
高
校
男
子　
三
段
跳　
第
2
位　
大
原　
圭
登

　
一
般
高
校
女
子　
走
高
跳　
第
1
位　
佐
藤　
有
香

　
一
般
高
校
男
子　
や
り
投　
第
1
位　
石
崎　
光
一
郎

◆
第
48
回
北
海
道
学
生
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　
男
子　
走
高
跳　
第
2
位　
青
木　
優
典

　
女
子　

4
×
1
0
0
ｍ
R

　
　
　
　
第
2
位　
加
藤・佐
藤・本
田・鶴
巻

　

こ
の
３
月
で
本
学
を
卒
業
さ
れ
た

皆
様
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
日
か
ら
皆
様
は
同
窓
会
の

一
員
と
な
り
ま
す
。
同
窓
生
一
人
一

人
の
つ
な
が
り
が
同
窓
会
活
動
を
支

え
て
い
ま
す
。
住
所
や
勤
務
先
が
変

わ
ら
れ
た
際
に
は
、
同
窓
会
事
務
局

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
次
号
で
は

10
月
17
日
（
土
）
の
定
期
総
会
・
懇

親
会
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。
同

窓
生
同
士
と
教
職
員
が
交
流
で
き
る

貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

（
同
窓
会
事
務
局　

西
藤
）

編
集
後
記

＜住所変更届をお忘れなく！＞
　会員の皆様や同窓生のご友人・ご家族で住所が変わっ
た方は同窓会事務局までご一報ください。本学ホーム
ページの住所変更フォーム、メール・FAX・はがき・電
話にて受け付けておりますのでご協力お願いします。
個人情報は同窓会活動以外には使用いたしません。

北星学園大学同窓会事務局
（社会連携課内）
〒 004-8631　札幌市厚別区大谷地西 2 丁目 3-1
TEL：011-891-2731　　FAX：011-896-8311
E-mail：dousoukai@hokusei.ac.jp

日本学生支援機構奨学金を貸与されていた
同窓生の皆様へ

（大学・学生生活支援課からお知らせがあります）
　在学中に日本学生支援機構奨学金を貸与されていた同窓生の皆様は、卒業年の
10 月から、口座振替により返還開始となっております。
　新規卒業者は、今年 10 月から返還が開始になりますが、初回引落しができな
いと、延滞となり、その状態から抜け出せなくなる恐れがあります。
　返還が困難な場合は日本学生支援機構の相談窓口 ( ℡ 0570-666-301) にお問
い合わせください。皆様の返還金は、次の奨学金の原資となります。
　後輩学生のため、皆様に格別のご留意をお願い申しあげます。

何
度
も
ク
ラ
ス
会
が
開
か
れ
ま
し
た
が
、

年
々
絆
が
深
ま
り
、
80
歳
迄
は
毎
年
開
く

こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　

短
大
時
代
に
印
象
深
い
寺
岡
宏
先
生
の

講
義
の
思
い
出
話
や
、
今
宮
春
枝
先
生
の

調
理
実
習
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
自
分
の
健
康

の
こ
と
、
配
偶
者
や
家
族
の
健
康
、
最
近

の
出
来
事
、
趣
味
に
生
き
る
人
、
今
も
持

て
る
才
能
を
発
揮
し
て
仕
事
に
打
ち
込
ん

で
い
る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
充
実
し
た
日
々
を

生
き
て
い
て
大
い
に
刺
激
を
受
け
て
い
る

内
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
は
幻
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
南
4
条

の
学
舎
を
懐
し
み
、
北
星
で
学
べ
た
事

に
感
謝
し
て
再
会
を
約
束
し
て
散
会
と

な
り
ま
し
た
。

北
星
学
園
女
子
短
期
大
学

家
政
科
7
期 

B
ク
ラ
ス

ク
ラ
ス
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
6
月
19
日
、
ク
ラ
ス
会
を
ホ

テ
ル
モ
ン
ト
レ
華
蘭
亭
で
開
き
14
名
が

集
ま
り
ま
し
た
。
卒
業
か
ら
58
年
を
経
て

卒業生
紹　介
小野 慶子

　2019 年 11 月 3 日（日）に札幌グランドホテルにて北星学園大学剣道部創部 50 周年記念祝賀会を
行いました。当日は 50 名を超える先輩方にご参加いただきました。初めに、現部長である齋藤昭太が
現部員代表として挨拶した後、OB・OG を代表して西澤仁様の祝辞及び乾杯で祝賀会が始まりました。
OB・OG の皆様方は久しぶりの再会の方たちも多く、とてもにぎやかなひとときとなりました。また、
終盤では現部員を代表して眞鍋航平が所用で参加できなかった顧問の大友秀治先生からの祝電を代読い
たしました。
　祝賀会は、OB の天野安治様の乾杯でお開きとなり、集合写真撮影後は 2 次会となりました。2 次会
からかけつけてくださった方もおり、より多くの方と再会することができました。
　終了後には、多くの OB・OG の先輩方から、「いい会だった」「楽しかったよ」「企画してくれてあ
りがとう」など多くの喜びと感謝の言葉をいただき、無事に開催できたことを大変喜ばしく感じており
ます。

北星学園大学剣道部
創部50周年記念祝賀会を

開催しました
剣道部　眞鍋　航平（　　　　　）社会福祉学部

福祉臨床学科 3 年


